
最近の で き ご と

庁舎だより
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有
償
助
け
合
い
「
や
っ
み
ろ
会
」

の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
や
病
気
療
養
中

の
方
の
日
常
生

活
の
困
り
事
を

地
域
の
力
で
解

決
す
る
取
り
組

み
で
す
。

今
年
度
は
モ

デ
ル
地
区
の
野

尻
４
区
で
活
動

を
行
い
ま
す
。

「
や
っ
み
ろ
会
」
発
足

み
ん
な
で
水
遊
び

野
尻
の
び
の
び
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
少
し
遅
め
の
プ
ー
ル
開
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

準
備
運
動
と
安
全
祈
願
を
行
っ
た

後
、
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
お
友
達
も
い

て
、
最
初
は
と

ま
ど
う
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た

が
、
み
ん
な
今

年
初
め
て
の
水

遊
び
を
思
い
思

い
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

在
宅
高
齢
者
訪
問
等

調
査
員
委
嘱
状
交
付
式

在
宅
高
齢
者
訪
問
等
調
査
員
の
委

嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
介
護
等
の
リ
ス
ク
を
か

か
え
て
い
る
方
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
と
、
各
種
検
診
や
介
護
予
防
事

業
等
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
高
齢
者

の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。

お
お
む
ね

～

歳
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い
在

宅
の
方
を
中

心
に
訪
問
し

ま
す
の
で
、

調
査
員
が
訪

れ
た
ご
家
庭

は
、
調
査
に

ご
協
力
く
だ

さ
い
。

東
麓
六
月
灯

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
防
止
の
た
め
、
今
年
の
「
六
月

灯
ま
つ
り
」
は
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ

て
、
国
道
２
６
８

号
線
沿
い
に
の
ぼ

り
旗
の
掲
示
を
行

い
ま
し
た
。

通
学
路
安
全
点
検

「やっみろ会」会員の方々プール開きをみんな楽しみ
に待っていたそうです。

調査員の方々。調査時には身分証
を提示した後、調査を行います。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
開
催
方
法
が
例
年
と
異
な

る
中
、
野
尻
町
区
域
の
中
学
生
が
す

ば
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

（
野
尻
中
学
校
）

・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝

・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

３
位

・
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体

３
位

・
サ
ッ
カ
ー

３
位

・
卓
球
女
子
個
人

星ほ
し
山や
ま

茉
夏
ま
な
つ

（
３
年
）
優
勝

西に
し
嶌じ
ま

碧あ

沙ざ

美み

（
３
年
）
３
位

児
童
・
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
、
学
校
・
行
政
・
住
民
の

代
表
が
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

点
検
の
前
に
、

今
年
度
新
た
に

報
告
さ
れ
た
場

所
を
地
図
で
把

握
し
、
実
際
に

現
地
を
確
認
し

て
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

7
21

県
総
合
体
育
大
会
兼

西
諸
地
区
大
会
結
果

75

79

調査の様子。どう改善するか
真剣に議論されていました。
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＜先生からのコメント＞
６月から野尻町区内で勤務させて頂いております、

永野秀と申します。
これから野尻町区域の事を沢山勉強しようと思

います。皆様の力になれるように、精一杯がんば
ります！痛みや痺れ等、なんでもご相談ください。

お
し
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月

日
（
月
曜
）
か
ら
９
月

日

（
水
曜
）
ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
日
暮
れ
の
早
く
な
る
秋
以
降

は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
重
大
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

外
出
時
は
次
の
５
点
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

①
歩
行
者
の
安
全
確
保

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。

②
自
転
車
の
安
全
な
利
用

自
転
車
安
全
利
用
五
則
（
※
）
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
警
察

の
安
全
運
転
相
談
窓
口
へ
。

④
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
、
自
転
車
は
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
動
車

や
自
転
車
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
運
転
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
お
り
運
転
（
妨

害
運
転
）
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
と
は
、

自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

※
「
自
転
車
通
行
可
」
の

標
識
が
あ
る
歩
道
の
み
通
行
可

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

※
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

並
進
禁
止

※
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

※
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
、
安
全
確
認
の
徹
底

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
い

地
域
振
興
課

℡
（

）
１
１
０
０

行

事

ト

ン

ベ

イ

・

日

程

月
３
日
（
土
曜
）

時

間

８
時
（
集
合
）

８
時

分
（
開
始
）

場

所

ジ
ェ
イ
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
小
林
コ
ー
ス

参
加
人
員

組
（

名
）

参
加
費

１
，
０
０
０
円
／
人

プ
レ
ー
代

６
，
１
５
０
円
（
食
事
代
別
）

参
加
対
象

野
尻
町
区
在
住
者
及
び
勤
務
者

申
込
期
限

９
月

日
（
金
曜
）

時
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
大
会
後
、
ゆ
～
ぱ
る
の
じ
り
で
表
彰
式
・
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

（

時
よ
り
・
負
担
金
３
，
０
０
０
円
／
人
）

問
い

野
尻
町
商
工
会

（

）
１
２
２
１

第
９
回

商
工
会
長
杯
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

野尻中央病院 永
なが

野
の

秀
しゆう

先生
診療科 整形外科・リハビリテーション科
診察日 木曜・金曜（９時～18時30分）

野尻町区域に新しいお医者さんが
赴任されました！

10

21

20

80
25

17

18

44

９
月

日
（
水
曜
）
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」

を
目
指
す
日
で
す
。

30

21

30

44

「
宮
崎
県
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

食
事
券
」
使
用
期
限
延
長

「
宮
崎
県
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券
」

の
使
用
期
限
が
、
令
和
２
年

月

日

（
土
曜
）
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●地名の由来●
①旧 町 江戸時代の紙屋地区の中心地。「新町」ができたため、こう呼ばれるようになった。
②新 町 明治時代に新しい道路ができた際、宿場町が形成された場所。
③花 立 山岳信仰に由来。花香を供え、霊峰・霧島山を遙拝する場所があった。
④天ヶ谷 元は「尼ヶ谷」と記した。昔このあたりに尼僧が住んでいたことに由来。
⑤勝 負 元は「庄府」と記した。荘園の役所（府）があった場所。
⑥弓 場 武士や郷士が武術の訓練を行った場所。
⑦小立中 五輪の塔を中心とした墓地。「塔頭

たつちゆう

（禅宗のお墓）」を敬意を込めて「おたっちょ」
と呼んだことに由来。

⑧追 分 道が左右に分かれる場所。ここは肥後街道（熊本方面）と荒襲街道（都城方面）の分
岐点だった。

⑨陣 原 元は「陣張」と記した。豊臣秀吉の九州平定の際、日向道の総大将羽柴秀長がここに
陣を張ったことに由来。

⑩佐土原 関ヶ原合戦の後、佐土原藩からの移住者が作った集落。
⑪岩 戸 「天の岩戸」があったといわれる場所。 ＜参考資料：野尻町史＞

●地名が語る産業の歴史●

平安時代に編纂された「延喜式」には、野尻
町区域に牛・馬の公設牧場が設置されていたと
いう記述があります。当時の遺跡は発掘されて
いないため、公設牧場の正確な位置はわかって
いませんが、「牧ノ谷」「馬ノ越」「九の牧」
「牧ノ原」「馬ノ越」「立神（鬣

たてがみ

）」などの地
名が残っていることから、これらの地で牧畜が
行われていたのではないかと推測されます。
また、大萩古墳からは馬鈴や轡などが発掘さ

れており、野尻町区域は古代から畜産に適した
地域であったことがわかります。

その土地の特徴をあらわす「地名」は情報の宝庫です。
燈火親しむべしこれからの季節、地名が語るその土地の物語に耳を澄ましてみませんか。

６

１
２

11

10

９ ８
７

５

４
３

●地名が語る災害の歴史●

地名には災害の痕跡が隠れています。水や災
害を連想させる言葉を含む地名が付いている土
地は、過去に湿地や河川であったことが少なく
ありません。住んでいる場所の近くに危険がな
いか、防災マップ等で確認することをおすすめ
します。
ツル：水の流れが川を作ったところ
ムタ：草が茂っている沼地
イケ、カワチ、クボ：水のたまりやすい場所
アイ：川の合流点

＜参考資料：国土地理院ホームページ＞

10

31

地 名 は 語 る



月 イベント・行事＆ごみの収集

日（全区） 土水（全区） 木 （1～3区）月（1～3区） 金（4～6区）火（4～6区）
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廃プラ 生ごみ/紙類

生ごみ/燃やす

燃やす/燃やさない/生ごみ

リサイクルの日

燃やす/燃やさない/生ごみ

生ごみ/燃やす

生ごみ/燃やす生ごみ/燃やす

生ごみ/燃やす

生ごみ/燃やす

生ごみ/燃やす

生ごみ/紙類生ごみ/紙類

生ごみ/紙類生ごみ/紙類

生ごみ/紙類生ごみ/紙類

生ごみ/紙類

廃プラ

廃プラ

廃プラ

廃プラ

敬老の日 秋分の日

生涯学習講座
「楽々体操講座｣
（野尻庁舎）

生涯学習講座
「手芸（小物
作り）講座」
（野尻庁舎）

誕生会
（野尻幼稚園）

生涯学習講座
「手芸（小物
作り）講座」
（野尻庁舎）

運動会
（野尻保育園）

（栗須保育園）

※新型コロナウイルス感染症まん延防止
等により、行事・イベントは中止・変
更になる場合があります。
※最新の情報は市のホームページ等でご
確認ください。

小中合同運動会
（紙屋小・紙屋中）

野尻中体育大会
（野尻中学校）

生涯学習講座
「手芸（小物
作り）講座」
（野尻庁舎）

アウトリーチ
（音楽鑑賞）
（紙屋保育園）

（紙屋保育園）
運動会

（野尻小学校）

（栗須小学校）

運動会 生涯学習講座
「手芸（小物
作り）講座」
（野尻庁舎）

生涯学習講座
「手芸（小物
作り）講座」
（野尻庁舎）

小中合同鑑賞
教室（演劇）
（紙屋小・紙屋中）

誕生会
（野尻保育園）

（紙屋保育園）

西諸地区中学校

秋季体育大会

（野尻中学校）
（紙屋中学校）

（～27日）

誕生会
（大塚原認定
こども園）

先月に引き続き「ネットでの情報発信」を主軸に活動しています。

コロナの影響でリアルな場でのイベント開催ができないため、さまざまな団体・企業から講座やセミ

ナーなどを動画で発信したいという依頼が増えています。

各団体や企業に動画制作のアドバイスをさせていただいたり、実際に自分たちが企画・撮影・編集を

請け負ったりしています。

また、コロナ禍で外出などを控えなければならないこの状況で、大々的に来店を促すようなPRをする

のは難しいため「来店してもらうこと」を直接的に表現しない宣伝方法を考えてほしいという要望が増

えてきています。そのため、ストレートな表現を避けて、その商品価値を再評価するような表現を日々

模索しています。

現在、このようなコロナ禍での情報発信に多くの方が頭を抱えている状況です。少しでもお力添えで

きるよう、協力隊として万全の体制を整えていますので、コロナの影響で情報発信に

ついて困っていることがあるという方がおられましたら、ぜひお声がけください！

お問い合わせは以下のメールアドレスまたは右のQRコードからお願いします。

（地域おこし協力隊 福森 勇次）

メールアドレス：morihuku84k1@gmail.com


